
                             
 
 
 
 
 

 

１ 右の図の△ＡＢＣで、辺ＡＢ，ＡＣの中点をそれぞれＭ，Ｎとする。 

 次の各問いに答えなさい。 

 

(1) ＭＮとＢＣの間に成り立つ関係を２つ記号で表しなさい。 

 
 
 

答え                     
 

(2) ＢＣが 12cm，∠ＡＭＮ＝50°のとき、ＭＮの長さと∠ＡＢＣの大きさを求めなさい。 

 

 

 

答え ＭＮ＝     cm ，∠ＡＢＣ＝     °   
 

 

２ 次の図のように、四角形ＡＢＣＤの辺ＡＢ， 

 ＢＣ，ＣＤ，ＤＡの中点をそれぞれＰ，Ｑ，Ｒ， 
 Ｓとするとき、四角形ＰＱＲＳは平行四辺形に 
 なることを、対角線ＢＤをひいて証明しなさい。 
 
【証明】対角線ＢＤをひく。 
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〔Point〕【中点連結定理】 

△ＡＢＣの２辺ＡＢ，ＡＣの中点をそれぞれ 

Ｍ，Ｎとすると、次の関係が成り立つ。 

 ＭＮ//BC      MN＝
2
1

ＢＣ 

 

   
 

１ (1) 点Ｍ，Ｎは辺ＡＢ，ＡＣの中点だから、中点連結定理を利用できる。      

   ＢＣ
２

１
ＢＣ　，　ＭＮ＝ＭＮ// （ＢＣ＝２ＭＮでも可）                  

 

(2)  ＭＮ＝６cm ，∠ＡＢＣ＝50° 
 
 

２（解答例）【証明】対角線ＢＤをひく。 

             △ＡＢＤにおいて、Ｐ，ＳはそれぞれＡＢ，ＡＤの中点なので 

             中点連結定理から ＰＳ//ＢＤ，ＰＳ＝
2
1
ＢＤ 

             △ＣＤＢにおいて、同様にして 

                      ＱＲ//ＢＤ，ＱＲ＝
2
1
ＢＤ 

             したがって     ＰＳ//ＱＲ，ＰＳ＝ＱＲ 
             １組の対辺が平行でその長さが等しいから 
             四角形ＰＱＲＳは平行四辺形である。 
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１ 次の図の台形ＡＢＣＤで、点Ｍは辺ＡＢの中点で、ＭＮ//ＢＣである。また、ＭＮと対角線ＡＣとの交点

をＯ、対角線ＢＤとの交点をＰとする。ＡＤ＝４cm，ＢＣ＝８cmとして、次の問いに答えなさい。 
 

(1) ＢＰ：ＰＤを求めなさい。 

 

答

             答え ＢＰ：ＰＤ＝           
           

(2) ＭＰの長さを求めなさい。 
 
 

答え ＭＰ＝     cm   
(3) ＭＮの長さを求めなさい。 

 

 

答え ＭＮ＝     cm   
 

(4) ＭＰ：ＰＯ：ＯＮを最も簡単な整数の比で表しなさい。 
 
 
 
 
 
 

答え ＭＰ：ＰＯ：ＯＮ＝           
 
(5) もし、ＡＤ＝a  cm，ＢＣ＝b  cmならば、ＭＮの長さをa 、b を用いて表しなさい。 
 
 
 
 
 

答え ＭＮ＝       cm   

A 

C B 

D 
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〔Point〕【中点連結定理】 

△ＡＢＣの２辺ＡＢ，ＡＣの中点をそれぞれ 

Ｍ，Ｎとすると、次の関係が成り立つ。 

 ＭＮ//BC      MN＝
2
1

ＢＣ 

 

   
 

１ 台形ＡＢＣＤと仮定よりＡＤ//ＢＣ//ＭＮ。点ＭはＡＢの中点だから、平行線と比の関係より点Ｐ，Ｏ，

Ｎもそれぞれの線分の中点となるので、△ＡＢＣ，△ＤＢＣ，△ＡＢＤ，△ＡＣＤの各三角形において、 

中点連結定理が利用できる。 

 

(1) ＢＰ：ＰＤ＝１：１     

(2) △ＡＢＤで、中点連結定理よりＭＰ＝
2
1
ＡＤから ＭＰ＝２cm 

(3) △ＤＢＣで、中点連結定理より ＰＮ＝
2
1
ＢＣ から ＰＮ＝４cm。また、(2)よりＭＰ＝２cmだから、 

ＭＮ＝６cm 

(4) △ＡＣＤで、中点連結定理より ＯＮ＝
2
1
ＡＤ から ＯＮ＝２cm，(2)より ＭＰ＝２cm， 

(3)より ＭＭ＝６cm だからＰＯ＝２cm。 

よって、ＭＰ：ＰＯ：ＯＮ＝２cm：２cm：２cmより ＭＰ：ＰＯ：ＯＮ＝１：１：１ 

(5) △ＡＢＤで、中点連結定理よりＭＰ＝
2
1
ＡＤ。△ＤＢＣについて、中点連結定理よりＰＮ＝

2
1
ＢＣ。 

よって、ＭＰ＝
2
1 a 、ＰＮ＝

2
1
ｂ となるので                   cm     

 

※ＭＮは四角形ＡＢＣＤの上底と下底の和を半分にした長さに等しい。 

 
      

 

2
ba +

ＭＮ＝  
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